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婦
中
地
区

本
年
度
お
世
話
を
い
た
だ
く
方
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
1
月
末
現
在
）
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茂
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一
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山
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浩
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夫
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島

安
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文
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杓
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正

三　

和

山
﨑　

和
夫
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養

平
井　
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義
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山　
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田　
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田　

文
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場
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滑
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秀
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山
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田
健
治

大
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三
田　

憲
治
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勝
彦

東　
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吉
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鶚　

谷

平
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治
夫
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住

松
倉　

正
樹

細　

谷

西
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昇

吉　

谷

山
藤　

孝
男

平　

等

名
畑　

喜
作

下
轡
田

田
村　

敏
則

上
轡
田

田
中　
　

清

塚　

原

河
上　

眞
慶

分　

田

野
上　
　

明

鵜　

坂

島
田　

健
一

羽
根
新

久
郷　

隆
司

田　

島

松
島
十
三
男

上
田
島

村
本　

博
美

東
本
郷

岡
村　

修
行

西
本
郷

島
田　

英
世

宮
ケ
島

宮
田　

良
一

下
坂
倉

厨
井　
　

満

黒
田
北
部

松
下　

孝
一

黒
田
東
部

池
田　

賢
治

黒
田
南
部

黒
田　

泰
雄

黒
田
西
部

杉
本　

明
雄

井
田
西
部

古
田　
　

守

井
田
北
部

新
村　

外
博

井
田
南
部

加
藤　

健
祐

上
井
田
新

吉
本　

雄
二

下
井
田
新

下
林　

広
志

寺　

家

松
井　

義
明

杉
田
大
開

毛
利　

正
志

杉
田
東
部

江
端　

孝
信

杉
田
愛
好

三
井　
　

晃

杉
田
瀬
屋

浅
井　

昇
一

大
杉
東
部

松
井　

兵
英

大
杉
西
部

横
道　

清
隆

大
杉
南
部

川
下　
　

武

滅　

鬼

井
田　

重
厚

薄　

島

畑
野　

政
孝

野　

飼

谷
口　

洋
幸

西
神
通

斉
藤　

嘉
久

中
神
通

平
野　

利
広

城　

生

福
島　

雅
弘

井
栗
谷

浅
井　

外
靖

深
谷
東
部

長
谷
川　

聡

深
谷
西
部

森
井　
　

實

深
谷
北
部

村
本　
　

涼

丸　

山

竹
田　

一
吉

高 

善 

寺

横
井　

宗
夫

舘

長
岡　

泰
成

本　

郷

福
澤　

泰
三

田　

中

高
堂　

昭
夫

翠　

尾

山
森　

義
一

奥　

田

磯
野　

英
幸

三　

田

山
崎　

勝
徳

上
新
田

松
山　

勝
信

中
新
田

丸
山　

幹
雄

下
新
田

奥
井　

信
孝

松　

原

山
村
憲
太
郎

平　

林

前
田　

清
一

上
高
善
寺

若
林　
　

賢

石　

戸

武
部　

正
明

水　

谷

石
森　

孝
志

妙
川
寺

平
野　

孝
浩

福
島
上
野

長
谷
川
尋
史

福
島
元
村

亀
山　

正
一

福
島
第
一

吉
村　
　

勉

福
島
第
二

福
島
功
一
郎

小
長
谷

福
沢　
　

透

新　

杉

中
川　

一
義

樫　

尾

山
崎　

賢
人

岩　

屋

杉
山　

俊
彦

宮　

腰

江
本　

紘
吉

外　

堀

山
田　

豊
治

北　

東

加
藤　
　

誠

八　

尾

千
澤　

辰
夫

下
笹
原

山
﨑　

啓
昭

掛　

畑

堀
池　

亮
太

上
黒
瀬

土
田　

富
一

桐　

谷

山
口　

武
雄

小
井
波

高
野　

繁
光

上
笹
原

松
井　
　

充

茗
ヶ
原

寺
井　

宏
有

角　

間

山
本　
　

勉

高
熊
第
1

林　
　

孝
修

高
熊
第
２

梅
坂　

勇
伸

高
熊
第
３

林　
　

大
介

谷　

橋

高
尾　

良
夫

中

永
田　

芳
友

河　

西

清
水　

清
志

西　

玉

柿
澤
美
代
子

河　

筋

野
村　

純
一

坂　

尾

上
松　

誠
仁

中　

筋

野
村　

和
男

上　

西

西
尾　
　

茂

水　

口

谷
井　

敬
一

上
ヶ
島

谷
井　
　

晃

宮
ノ
下

福
山　

敏
行

道　

畑

佐
幸　

俊
夫

八
十
島

島
崎　

清
利

田　

池

上
田
圀
太
郎

葛　

坂

和
田　

淳
子

東
葛
坂

岩
森　

優
範

三　

和

高
田　
　

実

乗　

嶺

西
田　

修
司

青　

根

吉
川　

慎
一

西
川
倉

森　
　

克
一

東
川
倉

中
村　

弘
一

東
布
谷

清
水　

宗
治

布　

谷

宮
本　

祥
示

赤　

石

沼
田　
　

悟

松　

瀬

濱
谷　

克
巳

大　

下

山
方　
　

功

下
仁
歩

河
畠　

一
夫

仁
歩
第
一

飛
騨
山
一
意

仁
歩
第
二

坂
上　

秀
美

平　

沢

水
上　

敏
廣

三
ッ
松

坂
本　

俊
彦

倉
ヶ
谷

田
口　

宅
治

武
道
原

北
山　

光
進

正　

間

村
上　

栄
治

栃　

折

宮
田　

博
次

清　

花

花
井
彦
四
郎

島　

地

今
村　

秀
人

内　

名

椎
名　

久
義

西
高
田

井
上　

武
俊

新
東
庵

村
上　

光
進

（
敬
称
略
）
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営農生活情報

平
成
31
年
産
米 

生
産
計
画
と
営
農
計
画

　
　
　
　
　
　
～
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
と
水
田
フ
ル
活
用
～

　
平
成
31
年
第
1
回
生
産
組
合
長

会
議
が
終
了
し
、
生
産
者
の
皆
様

の
お
手
元
に
は
本
年
の
『
水
稲

生
産
実
施
計
画
書
（
確
認
野
帳
）』

が
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
主
食
用
米
生
産
数
量
目

標
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
産
の
生

産
計
画
を
組
む
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
産
の
主
食
用
米

生
産
数
量
に
つ
い
て
は
、
県
全
体

の
生
産
指
針
で
あ
る
需
要
を
土
台

と
し
て
、
富
山
市
農
業
再
生
協
議

会
か
ら
昨
年
並
み
の
生
産
目
標
が

配
分
さ
れ
ま
し
た
。
転
作
率
は
ほ

ぼ
昨
年
と
同
率
で
、
左
表
の
通
り

と
な
り
ま
す
。

●「
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
」

　
と
「
水
田
フ
ル
活
用
」

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成
31
年
度
以

降
の
農
業
に
つ
い
て
、
生
産
者
の

皆
様
の
安
定
的
な
農
業
収
入
の
確

保
と
増
大
を
目
指
し
、
米
の
安
定

生
産
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

「
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
」、「
水

田
フ
ル
活
用
」
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
米
の
直
接
支
払

交
付
金
（
主
食
用
米
作
付
面
積
10

ａ
あ
た
り
７
，５
０
０
円
の
交
付
）

が
廃
止
と
な
り
、
農
政
に
お
け
る

米
政
策
は
大
き
な
転
換
期
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
31
年
度
は
30
年

度
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は

な
い
と
予
想
さ
れ
、引
き
続
き「
需

要
に
応
じ
た
米
生
産
」
と
「
水
田

フ
ル
活
用
」
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　
生
産
者
の
皆
様
に
は
安
定
的
な

農
業
経
営
の
継
続
に
向
け
、
生
産

数
量
目
標
内
で
出
来
る
だ
け
主
食

用
米
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
産
調
整
用
と
し
て
取
り
組

む
備
蓄
米
・
加
工
用
米
・
飼
料
用

米
も
同
様
に
、
品
質
・
収
量
の
十

分
な
確
保
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り
生

産
調
整
用
と
し
て
輸
出
用
米
へ
も

取
り
組
み
ま
す
。

●
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

　
高
品
質
・
良
食
味
米
の

　
安
定
生
産
に
向
け
て

　
米
の
需
要
や
消
費
は
、
全
国
で

「
毎
年
8
万
ト
ン
以
上
の
消
費
減

少
」
と
の
統
計
が
出
て
い
ま
す
。

生
産
調
整
米
の
備
蓄
米
・
加
工
用

米
・
飼
料
用
米
も
需
要
供
給
バ
ラ

ン
ス
が
あ
り
、
一
方
的
に
増
産
し

続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
費
者
・
実
需
者
の
求
め
る

品
質
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
生
産
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

主
食
用
業
務
用
米

　
　
　
「
つ
く
ば
Ｓ
Ｄ
２
号
」

　
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
の
観
点

よ
り
、
米
販
売
の
多
様
化
や
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
安
定
的
な
米
生
産

を
続
け
る
た
め
、
今
後
需
要
が
伸

び
て
い
く
と
思
わ
れ
る
「
業
務
用

米
」
の
取
り
組
み
も
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
家
庭
消
費
が
減
少
す
る

中
、
業
務
用
米
（
中
食
・
外
食
等
）

の
需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。平
成
30
年
度
は
業
務
用
米「
つ

く
ば
Ｓ
Ｄ
２
号
」
を
生
産
者
数
69

名
、
栽
培
面
積
93
・
３
ｈ
ａ
に
て

契
約
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
31
年

産
は
、
契
約
栽
培
面
積
２
０
０
ｈ

ａ
を
目
標
に
面
積
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
に
お
け
る

主
食
用
米
の
大
き
な
一
翼
を
担
う

も
の
と
し
て
、
よ
り
実
需
先
と
連

携
し
需
要
を
確
保
し
た
上
で
面
積

拡
大
へ
取
り
組
み
ま
す
。組
合
員・

生
産
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
実
の
あ
る
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

富
山
米
新
品
種
「
富
富
富
」

　　
米
生
産
に
お
け
る
高
品
質
・
良

食
味
米
生
産
の
一
環
と
し
て
、
富

山
米
新
品
種
「
富
富
富
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
生
産

者
登
録
制
で
栽
培
・
出
荷
基
準
を

統
一
し
、
生
産
者
数
44
名
、
栽
培

面
積
約
39
・
６
ｈ
ａ
で
栽
培
を
実

施
。
1
等
米
比
率
は
98
・
７
％
と

な
り
ま
し
た
。
31
年
産
は
生
産
者

数
66
名
、
栽
培
面
積
約
93
ｈ
ａ
で

の
栽
培
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

「
富
富
富
」
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
躍

進
に
向
け
、
生
産
者
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
の
も
と
Ｊ
Ａ
あ
お
ば

「
富
富
富
」
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
県
・
全
農

と
協
議
し
、
取
り
組
み
の
強
化
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
い
し
い
あ
お
ば
米

　
　
　
　
　
生
産
に
向
け
て

　
ま
た
、「
富
富
富
」
以
外
の
品

種
に
つ
い
て
、
お
い
し
い
あ
お
ば

米
を
生
産
い
た
だ
く
観
点
よ
り

「
～
美
味
し
い
あ
お
ば
米
は
ま
ず

土
づ
く
り
か
ら
～
」
を
掲
げ
、
取

り
組
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
品
質
・
良
食
味
米
の
安

定
生
産
に
向
け
、
31
年
度
は
管
内

２
０
０
ヶ
所
で
採
取
し
た
土
壌
分

析
の
結
果
を
ま
と
め
た
冊
子
を
農

事
座
談
会
に
て
配
布
予
定
で
す
。

土
壌
分
析
の
結
果
を
基
に
資
材
散

布
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
な
土
づ

く
り
を
通
じ
て
、
品
質
・
食
味
の

向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
米
だ
け
に
頼
れ
な
い
状

況
が
現
実
と
し
て
差
し
迫
る
中
、

米
以
外
の
品
目
に
も
目
を
向
け
、

ど
の
品
目
を
ど
の
よ
う
な
形
で
取

り
組
む
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
近
年
の
米
生
産
販
売

の
多
様
化
へ
の
対
応
と
、
米
以
外

の
品
目
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
、
経
営
の
安
定
と
拡
大
を
図

れ
る
よ
う
様
々
な
提
案
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

産
者
の
皆
様
に
は
、何
卒
ご
理
解・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

転作率の比較
年　度 転作率（%）

平成 30年 40.30

平成 31年 40.20

　4【全体運】いつもとちょっと違う行動がスパイスになって、日々の生活が活気づく予感。新しい趣味を持つのも良い刺激に
【健康運】小さなけがに気を付けて。慎重さが大事　　【幸運の食べ物】ワラビ

今月のあなたの運勢
牡羊座　3/21〜 4/19



お
い
し
い
あ
お
ば
米

　
　
　
　
　
生
産
に
向
け
て

　
ま
た
、「
富
富
富
」
以
外
の
品

種
に
つ
い
て
、
お
い
し
い
あ
お
ば

米
を
生
産
い
た
だ
く
観
点
よ
り

「
～
美
味
し
い
あ
お
ば
米
は
ま
ず

土
づ
く
り
か
ら
～
」
を
掲
げ
、
取

り
組
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
品
質
・
良
食
味
米
の
安

定
生
産
に
向
け
、
31
年
度
は
管
内

２
０
０
ヶ
所
で
採
取
し
た
土
壌
分

析
の
結
果
を
ま
と
め
た
冊
子
を
農

事
座
談
会
に
て
配
布
予
定
で
す
。

土
壌
分
析
の
結
果
を
基
に
資
材
散

布
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
な
土
づ

く
り
を
通
じ
て
、
品
質
・
食
味
の

向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
米
だ
け
に
頼
れ
な
い
状

況
が
現
実
と
し
て
差
し
迫
る
中
、

米
以
外
の
品
目
に
も
目
を
向
け
、

ど
の
品
目
を
ど
の
よ
う
な
形
で
取

り
組
む
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
近
年
の
米
生
産
販
売

の
多
様
化
へ
の
対
応
と
、
米
以
外

の
品
目
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
、
経
営
の
安
定
と
拡
大
を
図

れ
る
よ
う
様
々
な
提
案
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

産
者
の
皆
様
に
は
、何
卒
ご
理
解・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5　 【全体運】不得意なことをやらねばならず、苦戦するかも。肩の力を抜き、気楽に構えて。助言には謙虚に耳を傾けると◎
【健康運】免疫力を高める工夫を。寝不足は避けて　　【幸運の食べ物】キャベツ

今月のあなたの運勢
牡牛座　4/20〜 5/20

富山県産牛肉
婦中町産豚肉
はじめました。

●あおばの里　みのり館
　住所：富山市上大久保 1359-2
●あおばの里　ほほえみ館
　住所：富山市婦中町羽根 940-1

直売所で
お肉が

買えたら
な…

新鮮野菜に合うお肉がほしい！

皆様のご要望にお応えしました！
今年からJA直売所で県内産精肉の取り扱いを始めました。
富山県産牛肉と婦中町産豚肉を店内にて販売中です。

富山のお肉をぜひ味わってみて下さい！

あおばの里 みのり館 あおばの里 ほほえみ館

JA あおば　各支店へ



　6【全体運】アクティブに動き回れそう。やってみたいことがあれば、意欲的にチャレンジしてみて。講演会にも注目を
【健康運】冷え対策を万全に。軽いマッサージが吉　　【幸運の食べ物】のり

今月のあなたの運勢
双子座　5/21〜 6/21

　
春
夏
秋
冬
毎
に
お
届
け
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌『
ぷ

ち
あ
お
ば
』。
第
4
号
が
1
月
18
日
（
金
）
に
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
暖
冬
と
い
え
ど
寒
い
日
は
出
て
く
る
も

の
。
そ
ん
な
時
期
に
ぴ
っ
た
り
な
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
旬
の
野
菜
で
寒
い
冬
を
乗
り
切
ろ
う
！
」。

　

お
鍋
に
ぴ
っ
た
り
の
野
菜
に
関
す
る
豆
知
識
と
、

Ｊ
Ａ
あ
お
ば
の
旬
カ
レ
ン
ダ
ー
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

旬
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
『
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
の
直
売
所
で
取

り
扱
い
が
あ
る
農
産
物
』
の
出
荷
時
期
を
ご
紹
介
。

「
野
菜
の
旬
は
わ
か
る
け
ど
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
で
売
っ
て

る
の
？
」
と
お
悩
み
の
方
必
見
で
す
！
ま
た
、
寒
い

冬
に
ぴ
っ
た
り
の
生
姜
レ
シ
ピ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

旬
の
知
識
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
直
売
所
で
の

お
買
い
物
を
よ
り
一
層
楽
し
め
ま
す
よ
。

お
正
月
を
手
作
り
の
生
け
花
で
彩
る

　女性部大山支部は 12 月 28 日（金）に、大山営
農経済センターでフラワーアレンジメント教室を開
催。親子 15組が参加しました。
　年に数回開催しているアレンジメント教室では、
小さなお子さんを持つお母さんへ、季節の花を使っ
た生け花を教えています。今回のテーマはお正月。
生徒のお母さん方は色とりどりの花とにらめっこし

ながら「この
花 き れ い！」
「これ入れた
い！」といっ
たお子さんの
要望に沿った
それぞれの作
品を作ってい
ました。

各行事に関するお問い合わせ先
大沢野営農経済センター 467-2322　婦中営農経済センター 469-6103
大　山営農経済センター 483-3950　八尾営農経済センター 455-3277

JAあおば
女性部 活 動 月 報活動予定表2月

☆「食」と「農」を守るために
　国内食料自給率 38％となった日本において、JA に
は地域の「消費者（食べる人）」と、「農業者（作る人）」
に必要とされるサービスの提供が最優先事項です。JA
は、地域へ「食」の豊かさを伝え、地域の「農」を守
る橋渡し役を自らの役割とし、それぞれの地域で農業
の振興と国産農畜産物の推進に取り組んでいます。

JAあおば

創造的自己改革

「ぷちあおば」第4号が発刊しました

■ 大 沢 野 支 部
●軽体操教室
8日、22日（金） 13時～15時
場所：大沢野営農経済センター 2階
■ 大 山 支 部
●フレッシュミズ料理教室
13日（水） 10時～
テーマ：バレンタイン料理
場所：大庄コミュニティセンター
■ 婦 中 支 部
●そば打ち教室
6日（水） 10時～12時
場所：音川交流センター
●レインボー体操
14日、28日（木） 13時半～15時
場所：婦中営農経済センター 2階
■ 八 尾 支 部
●あいの会　手芸教室
5日（火） 13時半～
場所：八尾営農経済センター 2階
●軽体操教室
13日（水） 13時半～14時
場所：八尾営農経済センター 2階

▲講師と学ぶ生け花づくり
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　デイサービスあおばの浴
室は、坪庭が見えるヒノキ
風呂が２カ所と車イスでも

安心して入浴できるリフト付の浴槽を完備しています。
ご自宅での入浴が可能になるように、浴槽の出入りや
洗身、衣服の着脱等の入浴に必要な一連の動作を職員
の見守りのもと練習していただいています。「できない
ことができるように！できることはもっとできるよう
に！」をモットーにスタッフ一同ご支援致します。

【全体運】物事を悪い方向に受け取りやすい傾向あり。意識してプラスに捉えて。気晴らしには神社や仏閣巡りがお勧め
【健康運】不調を感じたら、十分な休息を心掛けて　　【幸運の食べ物】アサリ

今月のあなたの運勢
蟹座　6/22〜 7/22

農
業
の
課
題
に
挑
む
ス
マ
ー
ト
農
業

　
無
人
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
、
人
や
障
害
物
を
感
知
す
る
と
自
動
停
止
、
も
し

く
は
回
避
し
て
圃
場
ま
で
走
行
し
作
業
を
開
始
す
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
で
の

一
場
面
で
す
。

　
平
成
30
年
11
月
よ
り
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
「
み
ち
び
き
」
に
よ
る
高
精
度
測
位
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
将

来
的
に
は
ｃ
ｍ
単
位
で
の
測
位
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
農
機
メ
ー
カ
ー
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
で
の
自
動
運
転
農
機
の
研
究
開
発

を
進
め
て
お
り
、
商
品
化
も
着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
、
農
作
業
の
省
力
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
農
業

の
現
場
は
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
不
足
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
、
後
継
者
問
題
が
深
刻
で
あ
り
、

耕
作
放
棄
田
対
策
も
急
務
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
農
作
業
の
省
力
化
や
新
規
就
労
者
の
確
保
と
い
う
面

で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活
用
は
有
効
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
改
革
を
推
進
す
る
中
に
お
い
て
、
地
域
農
業
と
農
地
を
守
る
取
り
組
み
は
重
要
事
項
で
す
。
監
事
の
立
場

か
ら
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

監
事
　
河
村 

徳
道

窓
デイサービスあおば　活動紹介

「明日」へ進む
デイサービス 入浴施設紹介

ヒノキ風呂・
車イス対応の浴槽



　8【全体運】気分が変わりやすい時期です。気まぐれになり、対人面でもめないよう、ご用心。芸術鑑賞をすると開運効果が
【健康運】適度に体を動かして、ストレス解消を　　【幸運の食べ物】ハッサク

今月のあなたの運勢
獅子座　7/23〜 8/22

News Topics
　
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
は
12
月
17
日
（
月
）
に
、
八
尾
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
業
務
用
米
生
産
推
進
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 　
目
標
面
積
１
０
０
ｈ
ａ
で
取
り
組
ん
だ
今
年
度

の
業
務
用
米
『
つ
く
ば
Ｓ
Ｄ
２
号
』
は
、
次
年
度

は
目
標
面
積
を
倍
の
２
０
０
ｈ
ａ
と
し
、
生
産
増

大
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
斎
藤
祐
三

子
富
山
南
部
班
長
よ
り
、
平
成
30
年
産
の
作
付
実

績
や
生
育
概
況
報
告
と
次

年
度
に
向
け
た
収
量
安
定

対
策
を
紹
介
。
Ｊ
Ａ
あ
お

ば
か
ら
は
、
作
付
方
針
と

生
産
・
出
荷
・
販
売
体
制

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
次
年
度
か
ら
は
直

播
栽
培
や
自
己
乾
燥
調
製

が
解
禁
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
婦
中
地
区
の
小
長
沢

公
民
館
で
12
月
15
日

（
土
）、
農
事
組
合
法
人

小
長
沢
営
農
組
合
の
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

 

　
小
長
沢
地
区
で
は
9

月
よ
り
圃
場
整
備
工
事

が
始
ま
っ
て
お
り
、
法

人
設
立
を
通
し
て
、
農

作
業
の
効
率
化
と
収
益

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。  　

　
議
事
で
は
全
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
、
代
表

理
事
に
小
澤
信
作
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
小
澤

組
合
長
は
「
集
落
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
同
組
合
の
構
成
員
は
35
人

で
、
経
営
面
積
は
37
ｈ
ａ
。
水
稲
の
ほ
か
大
麦
等

の
転
作
作
物
を
中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
営
農
相
談
員
の
技
量
や
知
識
の
習
得
を
目
的
に

行
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
。
4
回
目
と
な
る
平
成
30

年
度
の
成
果
発
表
会
が
12
月
11
日
（
火
）
に
本
店

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
地
区
の
指
導
員
が
、
取
り
組
ん
だ
現
地
作
業

の
成
果
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
通
じ
て
発
表
。
水
稲
や

ら
っ
き
ょ
う
な
ど
、
主
要
作
物
か
ら
地
域
別
特
産

物
ま
で
、
収
量
や
収
入
の

増
加
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

定
め
て
、
一
年
間
の
取
り

組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
講
評
で
は
「
栽
培

を
経
験
し
、
収
支
計
算
を

通
じ
、
反
省
点
を
可
視
化

す
る
良
い
試
み
と
し
て
今

後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲次年度の生産拡大を呼び掛ける

▲小澤組合長（写真右）と役員一同

▲今年一年の取り組みを報告

業務用米推進大会
　　　　　倍の作付を目指す

（農）小長沢営農組合が発足

営農指導員が活動成果を発表

あおば

婦中
地区

あおば

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ば
女
性
部
八
尾
支
部
は
12
月
17
日

（
月
）
に
料
理
教
室
を
開
催
。
参
加
者
15
人
が
お
せ

ち
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
料
理
前
に
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
通
所
介
護
施
設
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
あ
お
ば
」
の
職
員
と
、
参
加
者
へ
施
設

内
で
実
施
し
て
い
る
健
康
体
操
を
実
践
し
、
身
体

を
温
め
ま
し
た
。
バ
ン
ザ
イ
や
舟
漕
ぎ
の
ポ
ー
ズ

な
ど
、
曲
に
合
わ
せ
て

全
身
を
使
っ
た
体
操
を

2
種
目
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
肉
と

サ
ケ
の
昆
布
巻
や
紅
白

な
ま
す
、
伊
達
巻
な

ど
、
新
年
の
お
せ
ち
に

使
え
る
縁
起
の
良
い
料

理
を
、
参
加
者
が
班
に

分
か
れ
て
調
理
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ば
直
売
所

「
あ
お
ば
の
里　
み
の
り

館
」
の
歳
末
感
謝
祭
が
、

12
月
22
日
（
土
）、
23
日

（
日
）
に
開
催
。
一
年
間

の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、

店
内
で
は
新
年
に
向
け
た

商
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る

中
、
お
客
様
へ
つ
き
た
て

の
お
餅
を
配
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
特
売
セ
ー
ル
の

ほ
か
、大
沢
野
地
区
の
生
産
者
方
々
の
協
力
の
も
と
、

き
な
粉
と
塩
昆
布
の
つ
き
た
て
お
餅
を
準
備
。
お
客

様
一
人
一
人
へ「
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
感
謝
を
込
め
て
手
渡
し
ま
し
た
。

　
み
の
り
館
で
は
精
肉
販
売
も
昨
年
よ
り
開
始
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
人
々
の
生
活
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
て
く
れ
た

動
物
の
魂
を
慰
め
る
畜
魂
法
要
を
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば

畜
産
協
議
会
が
12
月
10
日
（
月
）
に
開
催
。
婦

中
町
長
沢
の
各
願
寺
で
関
係
者
約
20
人
が
、
家

畜
た
ち
へ
感
謝
し
、
そ
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
年
に
一
度
法
要
を
行
っ
て
お
り
、

青
山
哲
澄
住
職
が
お

経
を
唱
え
、
会
員
及

び
関
係
者
一
人
ひ
と

り
が
畜
魂
碑
に
献
香

し
、
と
畜
さ
れ
た
家

畜
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

　

此
口
幸
二
会
長
は

「
今
年
の
酷
暑
で
は
皆

さ
ん
に
大
変
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
た
。
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲役割を分担し、会話と料理を楽しむ

▲感謝を込めてお餅を配る

▲家畜への一年の御礼を込めた法要

新年に向けおせち作りを予習

歳末感謝祭
　　　　つきたてお餅を配布

家畜への御礼と冥福を祈る

女性部

大沢野
地区

婦中
地区



9　 【全体運】受け身になり過ぎて、チャンスを逃す暗示。ただ、必要以上に出しゃばると争いを招く原因に。バランスが重要
【健康運】次第に上昇する兆し。まめな運動が有効　　【幸運の食べ物】シュンギク

今月のあなたの運勢
乙女座　8/23〜 9/22

　
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ガ
ー
ル
ズ
＆
ボ
ー
イ

ズ
の
し
ょ
う
が
反
省
会
が
12
月
20
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
省
会
で
は
、
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

今
年
の
振
り
返
り
と
、
次
年
度
に
向
け
た
課
題
に

つ
い
て
報
告
。
次
年
度
は
今
年
度
の
酷
暑
を
踏
ま

え
た
乾
燥
対
策
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
反

省
会
の
講
演
で
は
、
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン

タ
ー
の
大
江 

勇
上
席
専
門

員
が
薬
用
作
物
全
体
の
講

義
と
し
ょ
う
が
の
効
能
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
地
忠
彦
会
長
は
「
生

産
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
増

進
と
所
得
に
し
ょ
う
が
が

一
役
買
う
こ
と
が
一
番
の

目
標
で
あ
り
喜
び
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

▲担当者からの一年の総括と反省

しょうが栽培の一年を振り返るあおば

　
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
管
内
よ
り
縁
起
物
の
一
つ
、『
ク
ワ

イ
（
慈
姑
）』
の
初
出
荷
が
、
12
月
25
日
（
火
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
初
出
荷
は
市
場
の
要
望
を
受
け
実
現
し

た
も
の
で
、
今
年
は
少
量
を
試
験
的
に
出
荷
。
来

年
以
降
の
増
産
に
も
前
向
き
で
す
。
こ
の
日
は
約

２
５
０
個
を
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　

ク
ワ
イ
は
、
丸
い
塊

茎
と
思
い
切
り
飛
び
出

し
た
芽
が
特
徴
の
縁
起

物
と
し
て
、
古
く
か
ら

食
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

に
お
せ
ち
料
理
に
使
わ

れ
、
勢
い
よ
く
飛
び
出
し

た
芽
が
「
芽
出
た
い
（
め

で
た
い
）」
と
い
う
ゲ
ン

担
ぎ
と
、
出
世
祈
願
の

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

▲丸い塊茎から突き出た芽が印象的

『めでたい』野菜が初出荷婦中
地区

（1）ドレッシングの材料を合わせミキサーにかけて
おく。

（2）カブは半月切り、リンゴは一口大に、シュンギク
は葉をちぎり（飾り用に半分ほど残す）ボウルに入れ、出

来上がったドレッシング大さじ3であえる。
（3）（2）を器に盛り付け、炒めたベーコン、残しておいたシュン
ギクをのせ、バルサミコ酢とパルメザンチーズ、クルミを掛
けて出来上がり。お好みでベビーリーフ（材料外）を散らす。

「キッチン晴人」のオーナーシェフ
永井 智一

今月の
絶品ご飯

材　料
（1人分）

カブ……………………1個
リンゴ………………1/2個
シュンギク……………1本
ベーコンブロック…100g
バルサミコ酢……小さじ2
パルメザンチーズ … 適宜
クルミ ……………… 適宜

ドレッシング
　米酢…………大さじ2
　サラダ油……大さじ4
　オリーブ油…大さじ2
　塩…………小さじ1/2
　こしょう…………少々
　すりおろしタマネギ…1/4個分
　マヨネーズ…小さじ2

カブとシュンギク、リンゴのサラダカブとシュンギク、リンゴのサラダ

作り方
（1）一口大に切った鶏もも肉に酒と塩、ゆ

ずごしょうを入れ、もみ込んで1時間
ほど置く。

（2）フライパンにサラダ油をひき、弱火で鶏
肉を焼き上げる。

（3）あん掛けの材料を合わせ、ナメコを入れて火を
通し、水溶き片栗粉でとろみをつける。器に鶏肉
を盛り付け、あんを掛け、すりおろしたカブ、小口
切りの葉をあしらい出来上がり。

材　料
（1人分）

鶏もも肉……………………80g
酒……………………… 小さじ2
塩……………………………少々
ゆずごしょう… 小さじ1と1/2
サラダ油……………………適宜

あん掛け
かつおだし……大さじ3
みりん…………小さじ1
薄口しょうゆ…小さじ1

ナメコ………1/4パック
水溶き片栗粉…小さじ2
カブ（すりおろす）…1/2個
カブの葉（小口に切った物）…適宜

若鶏のゆずごしょう焼きみぞれあん掛け若鶏のゆずごしょう焼きみぞれあん掛け

作り方
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　活発な啓吾くんと悠利くんは新幹線や車のおもちゃ遊びが大好き！
おいかけっこや家の中のジャングルジムでも仲よく遊ぶ二人。
　最近は、お母さんのお手伝いを頑張っている啓吾くん。悠利くんは、
保育園でできるようになったでんぐり返しを家でも練習しています。

　人懐っこい三人娘はとても仲良し♪お家では姉妹のように遊んでいます。
　みんなお外が大好きで最近は飼い主さんと遊園地へお出かけ。楽しそうにはしゃぐ姿に
癒される飼い主さんです。

飼
い
主

★大沢野地区

住所：〒939-2302 富山県富山市西塩野129 
TEL：090-9767-4895
休日：不定休（ホームページに掲載）
営業時間：10時～16時
※開園日・開園時間内でもいちごの粒数により
　閉園させていただく場合がございます。
※料金はシーズン中のイチゴの状況により
　変更させていただく場合がございます。

　「ここにある野菜は、全て妻と一緒に作っています」と話すのは、
ご夫婦で野菜作りに取り組んでおられる小林さん。11月から2月に
かけて、主に白ねぎ『夏山一本太』『関羽一本太』を約20アール、に
んじん『紅ひなた』『彩誉』を約35アール栽培し、市場やJA直売所へ
出荷。冬季には富山食ブランド「富山カンカン野菜」としてにんじん
を出荷されています。
　さらに、西洋ねぎの数少ない生産農家でもある小林さん。「西洋
ねぎは香り高く甘みが強いので、炒め物に最適です。直売所にも出
荷しているのでぜひ味わってみて下さい」と話しました。

　富山県発祥の『夢ロゴアート』は、カラー筆ペン
と水、科学の力を使って描く新感覚アート。昔から
字を書くことが好きだった竹島さんは、その世界に
魅了され、7年前に夢ロゴアートインストラクター
の資格を取得しました。「夢ロゴアートは自由な世
界。色と文字で感情や想いを表現し、絵や書道が
苦手な人でも楽しめます。水で色がにじむ様子に
も心癒されますよ」と話します。昨年には『Ayumi
のアトリエ』をオープン。ロゴマークは歩美さんの
「歩」がモチーフです。自身の作品を展示・販売しな
がら、夢ロゴアート教室を開き、幅広い年代の生徒
さんへ教えています。
　また、キッズレッスンや地域活動、子育て支援セ
ンターで外部講師もされる竹島さん。「色遊びを楽
しんでもらうことが一番の喜びです。夢ロゴアート
で多くの方を幸せにしたい」と笑顔で話されます。
　『Ayumiのアトリエ』では、お名前アートやウェル
カムボードなども受け付けています。世界に一つ
だけのプレゼントをしてみませんか。

　西塩野観光農園では、旬の果物や野菜の収穫体
験を楽しめます。今の時期は、いちごの収穫体験が
できます。初めに収穫のレクチャーを受け、３０分の
いちご狩りを楽しめます。品種は「紅ほっぺ」。サイズ
が大きく、甘みと酸味のバランスが良いのが特徴で
いちご好き必見の逸品。１２月上旬から３月上旬が食
べ頃です。
　担当の山崎龍二さんは「３０分間で１００個食べら
れる人も。立ったまま楽に、お子様でも手の届く高さ
なのでご家族で楽しめます。お持ち帰りもできます
よ」と話します。また、同園ではじゃがいもやとうもろ
こし、さつまいもの収穫体験も予約受付中です。そ
して３月頃まで毎週土・日・祝日にやきいもの販売も
しています。いちご狩りの開催日時や各種体験の詳
細は西塩野観光農園のホームページ、左記電話番
号までお問い合わせ下さい。

▲担当の山崎龍二さん
りゅうじ

いちご狩り体験料金：30分
大人　2,000円
4歳～6歳まで　1,500円 
2歳～3歳まで  500円
お持ち帰り300g　2,000円

お問い合わせ先：080-5853-4139

西塩野観光農園

183
上二杉

41高山本線

　10【全体運】自己表現力が高まりそう。うまく長所をアピールでき、周囲から慕われるはず。クリエーティブな活動にもつき
【健康運】無理は禁物。生活リズムを整えましょう　　【幸運の食べ物】フキのとう

今月のあなたの運勢
天秤座　9/23〜 10/23
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　活発な啓吾くんと悠利くんは新幹線や車のおもちゃ遊びが大好き！
おいかけっこや家の中のジャングルジムでも仲よく遊ぶ二人。
　最近は、お母さんのお手伝いを頑張っている啓吾くん。悠利くんは、
保育園でできるようになったでんぐり返しを家でも練習しています。

　人懐っこい三人娘はとても仲良し♪お家では姉妹のように遊んでいます。
　みんなお外が大好きで最近は飼い主さんと遊園地へお出かけ。楽しそうにはしゃぐ姿に
癒される飼い主さんです。

飼
い
主

★大沢野地区

住所：〒939-2302 富山県富山市西塩野129 
TEL：090-9767-4895
休日：不定休（ホームページに掲載）
営業時間：10時～16時
※開園日・開園時間内でもいちごの粒数により
　閉園させていただく場合がございます。
※料金はシーズン中のイチゴの状況により
　変更させていただく場合がございます。

　「ここにある野菜は、全て妻と一緒に作っています」と話すのは、
ご夫婦で野菜作りに取り組んでおられる小林さん。11月から2月に
かけて、主に白ねぎ『夏山一本太』『関羽一本太』を約20アール、に
んじん『紅ひなた』『彩誉』を約35アール栽培し、市場やJA直売所へ
出荷。冬季には富山食ブランド「富山カンカン野菜」としてにんじん
を出荷されています。
　さらに、西洋ねぎの数少ない生産農家でもある小林さん。「西洋
ねぎは香り高く甘みが強いので、炒め物に最適です。直売所にも出
荷しているのでぜひ味わってみて下さい」と話しました。

　富山県発祥の『夢ロゴアート』は、カラー筆ペン
と水、科学の力を使って描く新感覚アート。昔から
字を書くことが好きだった竹島さんは、その世界に
魅了され、7年前に夢ロゴアートインストラクター
の資格を取得しました。「夢ロゴアートは自由な世
界。色と文字で感情や想いを表現し、絵や書道が
苦手な人でも楽しめます。水で色がにじむ様子に
も心癒されますよ」と話します。昨年には『Ayumi
のアトリエ』をオープン。ロゴマークは歩美さんの
「歩」がモチーフです。自身の作品を展示・販売しな
がら、夢ロゴアート教室を開き、幅広い年代の生徒
さんへ教えています。
　また、キッズレッスンや地域活動、子育て支援セ
ンターで外部講師もされる竹島さん。「色遊びを楽
しんでもらうことが一番の喜びです。夢ロゴアート
で多くの方を幸せにしたい」と笑顔で話されます。
　『Ayumiのアトリエ』では、お名前アートやウェル
カムボードなども受け付けています。世界に一つ
だけのプレゼントをしてみませんか。

　西塩野観光農園では、旬の果物や野菜の収穫体
験を楽しめます。今の時期は、いちごの収穫体験が
できます。初めに収穫のレクチャーを受け、３０分の
いちご狩りを楽しめます。品種は「紅ほっぺ」。サイズ
が大きく、甘みと酸味のバランスが良いのが特徴で
いちご好き必見の逸品。１２月上旬から３月上旬が食
べ頃です。
　担当の山崎龍二さんは「３０分間で１００個食べら
れる人も。立ったまま楽に、お子様でも手の届く高さ
なのでご家族で楽しめます。お持ち帰りもできます
よ」と話します。また、同園ではじゃがいもやとうもろ
こし、さつまいもの収穫体験も予約受付中です。そ
して３月頃まで毎週土・日・祝日にやきいもの販売も
しています。いちご狩りの開催日時や各種体験の詳
細は西塩野観光農園のホームページ、左記電話番
号までお問い合わせ下さい。

▲担当の山崎龍二さん
りゅうじ

いちご狩り体験料金：30分
大人　2,000円
4歳～6歳まで　1,500円 
2歳～3歳まで  500円
お持ち帰り300g　2,000円

お問い合わせ先：080-5853-4139

西塩野観光農園

183
上二杉

41高山本線

11　 【全体運】気力が低下しやすい。面倒なことを先延ばしして、もっと運を落とす結果に。感謝の心を思い出すと運気好転へ
【健康運】疲れをため込みがち。良質な眠りが必要　　【幸運の食べ物】不知火（デコポン）

今月のあなたの運勢
蠍座　10/24〜 11/22



JA information

人
事
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務
課

62円
切手

　ハガキに必要事項を明記して、2月10日までにお送り下さい。
正解者の中から抽選で10名の方に農協全国商品券（全農）をお届けし
ますので、多数のご応募お待ちしております。なお、当選者は3月号に
てお知らせします。

★大沢野地区
池田　夜千乃様
植野　光昭様
悟道　洋子様

★婦中地区
ゆめママ様
野上　淳子様
向島　喜美子様

★大山地区
岡嶋　智惠子様
高沢　結衣様

★八尾地区
舘野　喜代美様
𠮷本　悦子様

毎月20日まで、〒939-2325　富山市八尾町外堀635　宮本すず枝宛
はがき1枚に2首、 FAXはＡ4用紙に2首、 FAX  076-454-4675 宛【歌壇投稿】
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母
で
し
た
よ
と
子
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布
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え
子

「
暖
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眠
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よ
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と
子
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布
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寝
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撰
　
者

師
で
あ
る
宮
本
寿
夫
も
、
私
も
歌
会
で
何
回
か
朗
詠
し
て
い
た
の
で
、
作
者
の
耳
が
そ
れ
を
覚
え
て
お
り
、
嫋
々
と
こ
だ
ま
の
様
に
聴
こ
え
た

と
感
じ
た
の
で
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。

寿
夫
は
昭
和
三
十
二
年
に
、短
歌
研
究
者
の
月
刊
誌「
短
歌
研
究
」の
第
五
回
五
十
首
詠
に
入
選
し
、か
の
中
城
ふ
み
子
や
寺
山
修
司
ら
と
共
に
歌
壇

へ
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。又
、昭
和
六
十
二
年
に
長
野
で
初
開
催
さ
れ
た
全
国
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、何
事
に
も一生
懸

命
の
人
で
し
た
。作
者
は
そ
の
姿
勢
を
思
い
だ
し
、作
ら
れ
た
歌
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

雪
に
備
え
て
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
換
え
た
マ
イ
カ
ー
を
「
今
年
一
年
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
込
め
て
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
作
者
。
「
君
は
私
の

ト
ナ
カ
イ
だ
よ
新
年
も
よ
ろ
し
く
ね
」
と
若
々
し
い
発
想
と
真
摯
な
態
度
に
好
感
が
も
て
ま
す
。

歌壇 選者：宮本すず枝

出題・イラスト：酒井栄子

まちがいさがし 前月まちがいさがし正解

前月クロスワードパズル正解

クロスワードパズル

右のイラストには左のイラストと違う部分が5カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

クロスワードパズル・まちがいさがし 応募要項

正解は でした。コ マ マ ワ シ

①クロスワードパズル答え②まちがいさがし答え③〒・住所
④氏名・年齢
⑤電話番号
⑥意見・要望や身近に　あったできごと、　情報などをお寄せ　下さい。
　「お便りコーナー」　で紹介させていただ　きます。

チャレンジ！ 頭の体操チャレンジ！ 頭の体操

ヨコのカギ
雪を積み上げ、中を掘って作る雪室
マージャンをするとき囲みます
劇場の舞台や花道の地下にあります
1日に1枚ずつ剥がすカレンダー
起立！　──！　着席！
バレンタインデー、彼氏や夫へではなく
知人や上司へ、感謝の気持ちを込めて
贈ります
足利尊氏が開いた──幕府
片時もそばを離れません
漢字で書くと浮塵子。稲の害虫です
地面につちなどで打ち込みます
カクテルのベースに使う蒸留酒の一つ

1
2
3
5
6
8

12
14
16
17
19

タテのカギ
佐々木小次郎はとても長い物を使って
いたとか
うわさが広がる際につくことも
鉄道のレールの下に並べます
人数を数えるときに使う言葉
パソコンのマウスのボタンをカチッと押
すこと
子羊の肉のこと
3.14159……と続く円周──
道端のこと。──駐車
寝不足で目の下にできる人もいます
小説家・尾崎紅葉の代表作『──夜叉』
ショートケーキによく似合う赤い果実
マンションの──人さんにあいさつをし
て出掛けた

1

4
7
9
10

11
13
15
17
18
20
21

4…髪飾りの形が違う
5…犬の目線が違う
7…箸が長い

10…「祝い」の飾りがある
12…杯の数が減っている

クイズ当選者（1月号）

正解者の中から抽選で10名様にプレゼント！

正解者の中から抽選で10名様にプレゼント！
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碑
は
山
の
狭
間
に
光
り
建
ち
こ
だ
ま
と
も
聴
こ
ゆ
夫
婦
の
う
た
が

雪
残
る
峡
に
ひ
っ
そ
り
建
つ
歌
碑
は
峡
を
愛
で
暮
ら
す
師
の
姿
み
ゆ

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
換
え
て
磨
き
し
マ
イ
カ
ー
は
私
の
ト
ナ
カ
イ
新
年
も
よ
ろ
し
く

う
す

が 

ら
ん

た

ひ

谷
井

　金
市

高
澤

　洋
子

林

　
　裕
樹※収集した個人情報については、

当JAで厳重に管理し、他の用途
には使用しません。

応募総数 59通　（内正解者 56通）

2月10日
まで
2月10日
まで

理
事
会
だ
よ
り

平
成
30
年
12
月
21
日
開
催

◆
定
例
理
事
会

●
附
議
事
項

①
出
資
金
減
口
申
込
に
つ
い
て

②
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
共
同
利
用
施
設
利
用
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
平
成
31
年
度
主
要
農
薬
の
品
目
選
定
及
び
平
成
31
年
度
農
薬
価
格
設
定
に

つ
い
て

以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

①
月
次
財
務
報
告
及
び
事
業
実
績
に
つ
い
て

②
営
農
経
済
委
員
会
、
金
融
共
済
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

③
Ａ
Ｌ
Ｍ
・
債
権
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員

会
報
告
に
つ
い
て

④
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
実
績
及
び
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ

い
て

⑤
自
主
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑥
苦
情
等
対
応
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑦
事
務
ミ
ス
な
ど
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

⑧
反
社
会
的
勢
力
認
定
結
果
に
つ
い
て

⑨
平
成
30
年
産
出
荷
契
約
米
追
加
概
算
金
他
に
つ
い
て

⑩
地
区
運
営
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑪
Ｇ
Ｐ
あ
お
ば
大
山
事
業
所
の
進
捗
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑫
そ
の
他

以
上
、
報
告
さ
れ
た
。

Aコープ
米粉入うどん
Aコープ
米粉入うどん

　
国
産
小
麦
粉
と
米
粉
が
、抜
群
の
つ
る
つ
る・

も
ち
も
ち
感
を
生
み
出
す
乾
麺
タ
イ
プ
の
う
ど

ん
で
す
。低
カ
ロ
リ
ー
で
の
ど
ご
し
な
め
ら
か
。

自
宅
で
温
か
い
う
ど
ん
を
食
べ
る
な
ら
こ
れ
！

販
売
先
：
Ｊ
Ａ
直
売
所 

み
の
り
館・ほ
ほ
え
み
館

参
考
価
格
：
２
０
０
円（
１
袋
／
２
７
０ｇ
）

Aコープ
抹茶入玄米茶
Aコープ
抹茶入玄米茶

　
米
消
費
拡
大
商
品
の一つ
で
、番
茶
に
炒
り
米

と
抹
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
ま
し
た
。茶
葉
と
お
米
は

１
０
０
％
国
産
。寒
く
な
る
季
節
に
抹
茶
と
玄
米

の
香
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

販
売
先
：
Ｊ
Ａ
直
売
所 

み
の
り
館・ほ
ほ
え
み
館

参
考
価
格
：
２
７
８
円（
１
袋
／
２
０
０ｇ
）

　12【全体運】人脈を広げられそう。同じ嗜好（しこう）を持つ仲間たちとの交流も刺激大。集まりには気軽に顔を出して
【健康運】体力増強に力を入れると好調キープ可能　　【幸運の食べ物】レンコン

今月のあなたの運勢
射手座　11/23〜 12/21



JA information

人
事
総
務
課

62円
切手

　ハガキに必要事項を明記して、2月10日までにお送り下さい。
正解者の中から抽選で10名の方に農協全国商品券（全農）をお届けし
ますので、多数のご応募お待ちしております。なお、当選者は3月号に
てお知らせします。

★大沢野地区
池田　夜千乃様
植野　光昭様
悟道　洋子様

★婦中地区
ゆめママ様
野上　淳子様
向島　喜美子様

★大山地区
岡嶋　智惠子様
高沢　結衣様

★八尾地区
舘野　喜代美様
𠮷本　悦子様

毎月20日まで、〒939-2325　富山市八尾町外堀635　宮本すず枝宛
はがき1枚に2首、 FAXはＡ4用紙に2首、 FAX  076-454-4675 宛【歌壇投稿】

評評評

歳
晩
の
も
の
な
き
畑
に
風
渡
り
我
が
足
跡
に
薄
ら
氷
の
張
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

池
口
　
敏
子

寒
き
夜
の
湯
豆
腐
に
敗
け
て
休
刊
日
あ
っ
さ
り
破
れ
て
熱
燗
ち
び
り
　
　
　
　
　
　
　  

広
瀬
　
又
博

勝
興
寺
伽
藍
を
巡
り
耳
は
ガ
イ
ド
に
目
は
襖
や
欄
間
に
見
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

花
木
と
志
子

売
り
出
し
の
砂
糖
一
つ
を
手
土
産
に
二
兒
の
母
な
る
娘
は
訪
い
来
　
　
　
　
　
　
　
　  

大
上
　
正
弘

忘
れ
た
き
こ
と
の
幾
つ
を
一
文
字
の
飛
行
機
雲
に
乗
せ
て
や
り
た
し
　
　
　
　
　
　
　  

長
岡
　
瑩
子

飛
行
機
雲
一
條
長
る
る
秋
晴
れ
に
遥
か
に
望
む
銀
嶺
の
立
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

田
近
　
　
尚

三
日
月
は
か
そ
か
な
光
放
ち
い
る
　
夫
を
見
舞
い
て
帰
る
冬
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

池
田
美
千
代

吾
の
短
歌
に
絵
を
描
き
下
さ
る
人
の
あ
り
心
嬉
し
く
意
欲
湧
き
く
る
　
　
　
　
　
　
　  

松
岡
　
愛
子

姉
妹
五
人
揃
い
て
お
れ
ど
皆
老
い
て
病
む
者
ば
か
り
会
う
こ
と
叶
わ
ず
　
　
　
　
　
　  

村
井
智
恵
子

こ
の
夜
の
秋
の
中
空
し
ろ
じ
ろ
と
オ
リ
オ
ン
星
座
誰
の
ゆ
め
に
顕
つ
　
　
　
　
　
　
　  

久
保
　
紀
子

年
暮
れ
は
心
身
共
に
寒
く
な
り
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
真
っ
赤
求
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　  

広
川
　
照
子

青
春
は
心
の
若
さ
と
諾
ひ
て
後
期
青
春
の
卒
寿
迎
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

小
谷
　
剣
司

雨
あ
が
り
草
花
ぬ
れ
て
み
ず
み
ず
し
雫
を
切
り
て
活
け
る
玄
関
に
　
　
　
　
　
　
　
　  

佐
藤
　
邦
夫

雪
の
な
い
日
々
に
雪
そ
り
、
ひ
孫
ら
は
出
し
入
れ
し
て
い
る
今
日
日
曜
日
　
　
　
　
　  

道
口
冨
美
子

新
蕎
麦
の
短
歌
に
魅
せ
ら
れ
夫
さ
そ
い
川
の
畔
の
そ
ば
屋
に
降
り
立
つ
　
　
　
　
　
　  

老
月
　
一
枝

生
き
て
い
た
あ
か
し
を
残
し
頑
張
り
し
母
で
し
た
よ
と
子
に
言
わ
れ
た
い
　
　
　
　
　  

布
村
み
え
子

「
暖
か
く
し
て
眠
ら
れ
よ
」
と
子
の
電
話
　
毛
布
の
温
度
少
し
上
げ
て
寝
る
　
　
　
　   

撰
　
者

師
で
あ
る
宮
本
寿
夫
も
、
私
も
歌
会
で
何
回
か
朗
詠
し
て
い
た
の
で
、
作
者
の
耳
が
そ
れ
を
覚
え
て
お
り
、
嫋
々
と
こ
だ
ま
の
様
に
聴
こ
え
た

と
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

寿
夫
は
昭
和
三
十
二
年
に
、短
歌
研
究
者
の
月
刊
誌「
短
歌
研
究
」の
第
五
回
五
十
首
詠
に
入
選
し
、か
の
中
城
ふ
み
子
や
寺
山
修
司
ら
と
共
に
歌
壇

へ
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。又
、昭
和
六
十
二
年
に
長
野
で
初
開
催
さ
れ
た
全
国
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、何
事
に
も一生
懸

命
の
人
で
し
た
。作
者
は
そ
の
姿
勢
を
思
い
だ
し
、作
ら
れ
た
歌
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

雪
に
備
え
て
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に
換
え
た
マ
イ
カ
ー
を
「
今
年
一
年
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を
込
め
て
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
作
者
。
「
君
は
私
の

ト
ナ
カ
イ
だ
よ
新
年
も
よ
ろ
し
く
ね
」
と
若
々
し
い
発
想
と
真
摯
な
態
度
に
好
感
が
も
て
ま
す
。

歌壇 選者：宮本すず枝

出題・イラスト：酒井栄子

まちがいさがし 前月まちがいさがし正解

前月クロスワードパズル正解

クロスワードパズル

右のイラストには左のイラストと違う部分が5カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

クロスワードパズル・まちがいさがし 応募要項

正解は でした。コ マ マ ワ シ

①クロスワードパズル答え②まちがいさがし答え③〒・住所
④氏名・年齢
⑤電話番号
⑥意見・要望や身近に　あったできごと、　情報などをお寄せ　下さい。
　「お便りコーナー」　で紹介させていただ　きます。

チャレンジ！ 頭の体操チャレンジ！ 頭の体操

ヨコのカギ
雪を積み上げ、中を掘って作る雪室
マージャンをするとき囲みます
劇場の舞台や花道の地下にあります
1日に1枚ずつ剥がすカレンダー
起立！　──！　着席！
バレンタインデー、彼氏や夫へではなく
知人や上司へ、感謝の気持ちを込めて
贈ります
足利尊氏が開いた──幕府
片時もそばを離れません
漢字で書くと浮塵子。稲の害虫です
地面につちなどで打ち込みます
カクテルのベースに使う蒸留酒の一つ

1
2
3
5
6
8

12
14
16
17
19

タテのカギ
佐々木小次郎はとても長い物を使って
いたとか
うわさが広がる際につくことも
鉄道のレールの下に並べます
人数を数えるときに使う言葉
パソコンのマウスのボタンをカチッと押
すこと
子羊の肉のこと
3.14159……と続く円周──
道端のこと。──駐車
寝不足で目の下にできる人もいます
小説家・尾崎紅葉の代表作『──夜叉』
ショートケーキによく似合う赤い果実
マンションの──人さんにあいさつをし
て出掛けた

1

4
7
9
10

11
13
15
17
18
20
21

4…髪飾りの形が違う
5…犬の目線が違う
7…箸が長い

10…「祝い」の飾りがある
12…杯の数が減っている

クイズ当選者（1月号）

正解者の中から抽選で10名様にプレゼント！

正解者の中から抽選で10名様にプレゼント！
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　裕
樹※収集した個人情報については、

当JAで厳重に管理し、他の用途
には使用しません。

応募総数 59通　（内正解者 56通）

2月10日
まで
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まで
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だ
よ
り

平
成
30
年
12
月
21
日
開
催

◆
定
例
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●
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項

①
出
資
金
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口
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込
に
つ
い
て

②
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
共
同
利
用
施
設
利
用
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
平
成
31
年
度
主
要
農
薬
の
品
目
選
定
及
び
平
成
31
年
度
農
薬
価
格
設
定
に

つ
い
て

以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

①
月
次
財
務
報
告
及
び
事
業
実
績
に
つ
い
て

②
営
農
経
済
委
員
会
、
金
融
共
済
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

③
Ａ
Ｌ
Ｍ
・
債
権
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員

会
報
告
に
つ
い
て

④
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
実
績
及
び
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ

い
て

⑤
自
主
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

⑥
苦
情
等
対
応
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑦
事
務
ミ
ス
な
ど
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

⑧
反
社
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勢
力
認
定
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果
に
つ
い
て
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平
成
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年
産
出
荷
契
約
米
追
加
概
算
金
他
に
つ
い
て

⑩
地
区
運
営
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑪
Ｇ
Ｐ
あ
お
ば
大
山
事
業
所
の
進
捗
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑫
そ
の
他

以
上
、
報
告
さ
れ
た
。

Aコープ
米粉入うどん
Aコープ
米粉入うどん

　
国
産
小
麦
粉
と
米
粉
が
、抜
群
の
つ
る
つ
る・

も
ち
も
ち
感
を
生
み
出
す
乾
麺
タ
イ
プ
の
う
ど

ん
で
す
。低
カ
ロ
リ
ー
で
の
ど
ご
し
な
め
ら
か
。

自
宅
で
温
か
い
う
ど
ん
を
食
べ
る
な
ら
こ
れ
！

販
売
先
：
Ｊ
Ａ
直
売
所 

み
の
り
館・ほ
ほ
え
み
館

参
考
価
格
：
２
０
０
円（
１
袋
／
２
７
０ｇ
）

Aコープ
抹茶入玄米茶
Aコープ
抹茶入玄米茶

　
米
消
費
拡
大
商
品
の一つ
で
、番
茶
に
炒
り
米

と
抹
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
ま
し
た
。茶
葉
と
お
米
は

１
０
０
％
国
産
。寒
く
な
る
季
節
に
抹
茶
と
玄
米

の
香
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

販
売
先
：
Ｊ
Ａ
直
売
所 

み
の
り
館・ほ
ほ
え
み
館

参
考
価
格
：
２
７
８
円（
１
袋
／
２
０
０ｇ
）

13　 【全体運】地道なルーティンワークもきっちりこなせる月。持ち前の忍耐力を発揮できそう。気分転換には静かな音楽を
【健康運】徐々に回復。スポーツに関心が向くはず　　【幸運の食べ物】シラウオ

今月のあなたの運勢
山羊座　12/22〜 1/19



　14【全体運】幸運期。未体験ジャンルに飛び込むと、グンと視野を広げられます。注目度が増すので、自己アピールも大成功
【健康運】行動的になれそう。体調に良い影響あり　　【幸運の食べ物】ユリ根

今月のあなたの運勢
水瓶座　1/20〜 2/18

婦中地区　向島　喜美子さんからのご質問
水ナスを植えたのですが、硬くて漬物
がおいしくできませんでした…。土壌
が悪かったのでしょうか？

次の要因が考えられます。
① 水ナスの中で硬くなりやすい品種である
② 虫や強風でキズが付き、かさぶた状になった
③ 受粉不良などによる生理障害
④ 水分不足
　上記を今一度確認してみて下さい。特に昨年
は風が強く、表面にキズが付きやすい年でした。
　また、よりおいしく作りたい方へおすすめし
たいのが、微量要素入りの液肥です。作物の成
長に必要な栄養素を含んでおり、より柔らかく
ておいしい水ナスを作ることができますよ。

（本店園芸特産担当　吉沢　匠）

Q. Q. 

A. A. 

　
暖
冬
と
聞
き
、
も
う
少
し
野
菜
が
大
き
く
な
る
ま
で
収

穫
を
待
っ
て
い
た
ら
、
突
然
の
雪
で
大
根
や
白
菜
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
小
カ
ブ
な
ど
す
べ
て
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
雪
の
下
で
お
い
し
さ
が
増
し
て
い
た
ら
い
い
な
。

「
雪
の
恵
み
」
で
野
菜
の
お
い
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る

雪
の
下
を
想
像
す
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
。
食
べ
ら
れ

た
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

担
大
沢
野
地
区

★
桶
口
　武
伸
さ
ん

　
今
年
の
元
旦
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
綺
麗
な
初
日
の
出

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
元
号
も
新
し
く
な
り
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

元
旦
は
天
気
が
よ
く
、
初
詣
も
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

元
号
の
発
表
も
楽
し
み
で
す
ね
。

担
八
尾
地
区

★
舘
野
　喜
代
美
さ
ん

協
同
の
力 

（
12
月
末
現
在
）

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
出 資 金 残 高
貯　金　残　高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
年金共済保有高
購買品供給高
販売品取扱高

人
人

千円
千円
千円
万円
万円
千円
千円

6,733
6,917

2,884,848
101,321,462
13,109,229
301,188,773

235,702
1,371,751
3,056,828

あとがき
　甘味引き立つ食ブランド「富山カンカン野
菜」。彼らをおいしく食べるため、自ら料理レ
シピを検索中。しかし和食洋食、煮物に焼き
物など、レパートリーの広大さにめまいを起
こす日々。もし皆さんのおすすめレシピが
あったらぜひご一報下さい。担当が小躍りし
ます。（Ｏ）

もものすけが富山カンカン野菜に初出荷
　富山の寒気で甘さ際立つ富山の食ブランド、「富山
カンカン（寒甘）野菜」が12月22日（土）の冬至より好
評販売中です。JAあおばで生産を拡大中の『ももの
すけ』も「富山カンカン野菜」として昨年認定され、今

▲朝日新聞（12月22日富山版）など、多数の新聞に掲載されました。

好
評
発
売
中

富
山

野
菜

カンカン
カンカン年から初出荷。今年は生

産者５人が、４５アールの
圃場で『もものすけ』の作
付を実施しており、来年か
らの増産も予定していま
す。真っ赤なニューフェイ
スをぜひ一度、ご賞味下
さい。



15　 【全体運】いろいろ考え過ぎてしまうもよう。鏡の前で笑顔を作り、気分を上向かせましょう。リラックスには足湯がベスト
【健康運】評判の健康食材を試す好機。手応え十分　　【幸運の食べ物】イイダコ

今月のあなたの運勢
魚座　2/19〜 3/20

あ
お
ば
農
業
協
同
組
合

平
成
31
年
1
月
7
日
付

氏　
　

名

新

旧

水
野　

安
博

監
査
室
長

営
農
経
済
部
長
兼
経
済
課
長

田
村　

善
光

営
農
経
済
部
長
兼
営
農
支
援
課
長

出
資
型
農
業
法
人
準
備
室
長

長
原　

智
也

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
長

営
農
経
済
部
営
農
課
長

平
野　

真
人

金
融
共
済
部
融
資
運
用
課
長

金
融
共
済
部
金
融
課
長

渡
辺　

憲
子

金
融
共
済
部
貯
金
為
替
課
長

八
尾
支
店
支
店
長
代
理

坂
井　

健
治

営
農
経
済
部
経
済
課
長

営
農
経
済
部
経
済
課
長
代
理

山
本　

善
久

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
東

部
配
送
セ
ン
タ
ー
所
長

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長

若
土　

銀
三

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長

中
島　

亘

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
東
部
配
送

セ
ン
タ
ー
所
長

山
口　

和
晃

う
さ
か
出
張
所
長

金
融
共
済
部
金
融
課
長
代
理

青
木　

剛
志

金
融
共
済
部
共
済
課
長
代
理

監
査
室
課
長
代
理

田
上　

陽
一

営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
長
代
理

出
資
型
農
業
法
人
準
備
室
課
長
代
理

谷
口　
　

優

八
尾
支
店
支
店
長
代
理

う
さ
か
出
張
所
長

森
沢　

浩
之

婦
中
支
店
支
店
長
代
理
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

金
融
共
済
部
共
済
課
長
代
理

瀧
澤　

美
紀

大
沢
野
支
店
支
店
長
代
理
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

金
融
共
済
部
共
済
課
係
長
（
Ｌ
Ａ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

杉
林　

紀
子

う
さ
か
出
張
所
長
代
理

う
さ
か
出
張
所
係
長

古
川　

和
美

金
融
共
済
部
貯
金
為
替
課
係
長

金
融
共
済
部
金
融
課
係
長

柏
原　

美
香

金
融
共
済
部
貯
金
為
替
課
係
長

金
融
共
済
部
金
融
課
係
長

野
村　

マ
リ
子

金
融
共
済
部
共
済
課
係
長
（
Ｌ
Ａ
ト

レ
ー
ナ
ー
）

八
尾
支
店
係
長
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

吉
沢　

匠

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
係
長
（
園
芸

特
産
担
当
）

営
農
経
済
部
営
農
課
係
長
（
園
芸
担
当
）

松
田　

雄
二

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
係
長

営
農
経
済
部
営
農
課
係
長

上
野　

幸
吉

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係
長

営
農
経
済
部
営
農
課
係
長
（
担
い
手
育
成
担
当
）

山
岸　

広
美

大
沢
野
支
店
係
長
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

大
山
支
店
主
任
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

常
本　

陽
三

金
融
共
済
部
融
資
運
用
課
主
任

金
融
共
済
部
金
融
課
主
任

江
畑　

寛
明

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
主
任
（
園
芸

特
産
・
担
い
手
育
成
担
当
）

大
沢
野
支
店
主
任(

渉
外
担
当
）

浅
名　

ひ
と
み

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
主
任
（
園
芸

特
産
担
当
）

営
農
経
済
部
営
農
課
主
任

丹
羽　

麻
衣
子

金
融
共
済
部
共
済
課
主
任

営
農
経
済
部
施
設
販
売
課
主
任

氏　
　

名

新

旧

大
下　

亮
平

営
農
経
済
部
経
済
課
主
任

総
務
部
管
理
課
主
任

山
岸　

美
乃
里

営
農
経
済
部
施
設
販
売
課
主
任

営
農
経
済
部
経
済
課
主
任

黒
田　

淳
子

大
沢
野
支
店
主
任

八
尾
支
店
主
任

山
本　

紫
織

大
山
支
店
主
任
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

大
沢
野
支
店
主
任
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

平
井　

美
香

婦
中
支
店
主
任
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

大
沢
野
支
店
主
任

佐
山　

な
つ

八
尾
支
店
主
任

大
沢
野
支
店
主
任
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

谷
端　

章

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

川
口　

彰
悦

総
務
部
管
理
課

総
務
部
人
事
総
務
課

大
石　

美
咲

金
融
共
済
部
融
資
運
用
課

金
融
共
済
部
金
融
課

吉
永　

茉
莉
那

金
融
共
済
部
貯
金
為
替
課

う
さ
か
出
張
所

深
野　

美
智
子

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
（
生
活
指
導

担
当
）

営
農
経
済
部
営
農
課
（
生
活
指
導
担
当
）

細
勢　

侑
作

営
農
経
済
部
営
農
指
導
課
（
畜
産
・
担

い
手
育
成
担
当
）

営
農
経
済
部
営
農
課
（
担
い
手
育
成
担
当
）

尾
山　

樹

営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

出
資
型
農
業
法
人
準
備
室

村
井　

公
一

営
農
経
済
部
施
設
販
売
課
（
直
売
担
当
）

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

石
坂　

陵
兵

大
沢
野
支
店
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

婦
中
支
店
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

長
田　

茉
利
奈

大
沢
野
支
店

金
融
共
済
部 

共
済
課

金
岡　

悠
介

八
尾
支
店
（
Ｌ
Ａ
担
当
）

婦
中
支
店
（
渉
外
担
当
）

金
本　

ひ
か
る

八
尾
支
店

婦
中
支
店

二
上  

恵
理
奈

う
さ
か
出
張
所

金
融
共
済
部
金
融
課

茶
木　

智
裕

う
さ
か
出
張
所
（
渉
外
担
当
）

婦
中
支
店
（
渉
外
担
当
）

水
本　

聡
子

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指

導
担
当
）

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指
導
担
当
）

西
川　

純
矢

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
直
売
担

当
）

営
農
経
済
部
施
設
販
売
課
（
直
売
担
当
）

山
田　

健
太
郎

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

八
尾
支
店
（
渉
外
担
当
）

中
村　

由
希
恵

婦
中
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指
導

担
当
）

大
沢
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指
導
担
当
）

上
野　

恵
美

西
部
配
送
セ
ン
タ
ー

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

安
川　

ひ
と
み

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指
導

担
当
）

婦
中
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
（
生
活
指
導
担
当
）

柳
田　

聡
美

八
尾
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

西
部
配
送
セ
ン
タ
ー

五
十
嵐　

清
美

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

総
務
部
人
事
総
務
課

奥
野　

恵
子

婦
中
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

大
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

村
上　

京
子

婦
中
支
店

八
尾
支
店

平
成
31
年
度　

職
員
人
事
異
動
人
事
異
動
に
つ
い
て
、
左
記
の
通
り
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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最寄りの支店へ
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カレンダーの各種予定は上記のように色分けしています。
日程の確認等に御活用下さい。

●伝　言　板
●直売所情報

●女性部情報
●あおば興産（イベント等）

カレンダー早見表 ●あおば
　春の自動車
　フェア（婦中）

●あおば
　春の自動車
　フェア（婦中）

●あいの会
　手芸教室
　（八尾）

●そば打ち
　教室（婦中）

●フレッシュミズ
　料理教室（大山）
●軽体操教室
　（八尾）

●レインボー
　体操（婦中）

●レインボー
　体操（婦中）

●軽体操教室
　（大沢野）

●定例理事会
●軽体操教室
　（大沢野）

●ご来店
　感謝デー

●休日相談会
　（大沢野・
　 婦中・八尾）
●ほほえみ館
　「肉の日」

●休日相談会
　（うさか）

JAあおば 2月 カレンダーJAあおば 2月 カレンダー

■所在地
あおばの里　みのり館
住所：富山市上大久保1359-2
TEL：076-467-2322
あおばの里　ほほえみ館
住所：富山市婦中町羽根940-1
TEL：076-469-0023

●定例理事会
　22日（金） 13時～
　会場：本店
●休日相談会
　★支店（大沢野・婦中・八尾）
　　9日（土） 9時～12時
　★うさか出張所
　　23日（土） 9時～12時
　　専門の職員がお待ちしております。
　　お気軽にお立ち寄り下さい！

●ご来店感謝デー
　15日（金） 9時～16時
　会場：各支店、出張所
●あおば
　春の自動車フェア（婦中）
　2日（土）、3日（日） 9時～16時
　場所：婦中農業倉庫

伝　言　板伝　言　板 直売所情報直売所情報
直売所では毎月イベントを開催しています。
無料配布等もありますので、ぜひお立ち寄り下さい。
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28
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15

22

2
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16

23

日  Sun. 月  Mon. 火  Tue. 水  Wed. 木  Thu. 金  Fri. 土  Sat.

建国記念の日

レンジで2分！

富
山
県
産
一
等
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
１
０
０
％
使
用

パ
ッ
ク
ご
飯

好
評
発
売
中
！

『
あ
お
ば
の

　
　ご
は
ん
』

ほほえみ館
ほほえみ館「肉（２・９）の日」
9日（土） 9時～
JA直売所では富山県産精肉を好評販売中！
肉（２・９）の日はほほえみ館で富山のお肉を
食べてみませんか？


